



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































下 輩 往 生
・
宅
内
壇
上
に
掛
幅
、
焚
香
。
・
一
僧
、
を
鳴
ら
し
念
仏
。
側
に
一
僧
、
念
珠
を
執
る
。
一
婦
人
、
下
座
で
湯
薬
を
奉
ず
。
・
阿
弥
陀
三
尊
、
立
撮
即
現
し
て
迎
接
。
・
宅
内
、
掛
幅
な
し
。
・
枕
上
に
一
僧
、
如
意
を
る
。
・
阿
弥
陀
三
尊
、
立
撮
即
現
し
て
迎
接
。
四
絵
師
高
田
敬
輔
と
そ
の
作
品
（
そ
の
三
）
（
林
竹
人
）
第
二
節
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
三
輩
往
生
段
の
特
色
前
項
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
三
輩
往
生
段
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
は
、
上
輩
往
生
、
中
輩
往
生
、
下
輩
往
生
そ
れ
ぞ
れ
が
、
一
区
画
ず
つ
に
仕
切
ら
れ
た
往
生
相
で
描
か
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
往
生
相
の
中
に
、
標
文
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
選
択
集
十
六
章
之
図
」
は
、
章
の
題
で
あ
る
章
標
し
か
記
さ
れ
ず
、
絵
相
の
細
部
を
説
明
す
る
標
文
は
一
切
無
い
。
そ
の
往
生
相
に
記
さ
れ
る
標
文
は
、
左
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
上
輩
往
生
・
捨
家
棄
欲
而
作
沙
門
發
菩
提
心
・
此
等
衆
生
臨
※
原
版
は
臣
偏
で
は
な
く
月
偏
壽
終
時
無
量
壽
佛
与
諸
大
衆
現
其
人
前
中
輩
往
生
・
起
立
塔
像
・
飯
食
沙
門
・
懸
燃
燈
・
散
焼
香
下
輩
往
生
・
此
人
臨
終
夢
見
彼
佛
こ
の
標
文
に
再
び
着
目
す
る
と
、
・
捨
家
棄
欲
…
家
を
捨
て
、
欲
を
棄
て
、
・
而
作
沙
門
…
沙
門
（
出
家
者
）
に
作な
り
、
・
發
菩
提
心
…
菩
提
心
を
發おこ
す
。
・
起
立
塔
像
…
堂
塔
を
建
て
、
仏
像
を
造
る
。
・
飯
食
沙
門
…
沙
門
（
出
家
者
）
に
食
事
を
捧
げ
、
・
懸
燃
燈
…
かとりを
懸
け
、
燈
を
燃
し
、
・
散
焼
香
…
を
散
ら
し
、
香
を
焼
く
。
と
あ
り
、
こ
の
内
容
は
、
ま
さ
し
く
念
仏
往
生
行
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
余
行
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
標
文
の
ま
ま
な
ら
ば
、
上
輩
往
生
者
は
、《
捨
家
棄
欲
》
し
、《
而
作
沙
門
》
に
な
り
、《
發
菩
提
心
》
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、《
此
等
衆
生
》
は
、《
臨
壽
終
時
》
に
《
無
量
壽
佛
與
諸
大
衆
》
が
《
現
其
人
前
》
し
て
往
生
し
、
中
輩
往
生
の
者
は
、《
起
立
塔
像
》
し
、《
飯
食
沙
門
》
し
て
、《
懸
燃
燈
》、《
散
焼
香
》
す
る
こ
と
に
よ
り
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
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四
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二
〇
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往
生
す
る
。
さ
ら
に
、
下
輩
往
生
の
者
は
、
掛
幅
を
懸
け
、
香
を
焚
き
、
僧
の
念
仏
に
よ
り
、《
此
人
臨
終
夢
見
彼
佛
》
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
高
田
敬
輔
は
、「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
三
輩
往
生
段
に
絵
相
を
描
き
、
右
の
よ
う
な
標
文
を
記
し
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
余
行
を
行
う
こ
と
を
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
を
観
る
者
に
望
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
大
き
な
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
第
三
章
考
察
な
ぜ
、
高
田
敬
輔
は
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
三
輩
往
生
段
に
、
諸
々
の
余
行
を
示
す
標
文
を
記
し
た
の
か
、
ま
ず
初
め
に
『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
往
生
行
を
、
そ
し
て
次
に
、
三
輩
往
生
行
と
最
も
関
連
す
る
『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
往
生
行
を
、
さ
ら
に
、
法
然
が
『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
往
生
行
と
『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
往
生
行
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
で
説
い
て
い
る
か
を
改
め
て
読
み
直
し
、
加
え
て
高
田
敬
輔
の
師
と
称
さ
れ
る
良
照
義
山
が
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
で
ど
の
よ
う
な
三
輩
往
生
観
を
も
っ
て
い
た
か
、
考
察
を
す
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
節
念
仏
往
生
行
と
余
行
往
生
行
第
一
項
「
三
輩
俱
云
念
仏
往
生
」
と
は
『
無
量
寿
経３
）
』
の
上
輩
、
中
輩
に
は
「
一
向
専
念
無
量
壽
佛
」、
下
輩
に
は
「
一
向
専
意
乃
至
十
念
念
無
量
壽
佛
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
念
仏
行
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
念
仏
行
の
前
後
に
、
・
上
輩
…
捨
家
棄
欲
而
作
沙
門
發
菩
提
心
・
中
輩
…
多
少
修
善
奉
持
齋
戒
起
立
塔
像
飯
食
沙
門
懸
然
燈
散
焼
香
・
下
輩
…
發
無
上
菩
提
之
心
と
念
仏
行
と
は
異
な
る
余
行
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
の
『
観
無
量
寿
経４
）
』
の
九
品
往
生
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
・
上
品
上
生
…
一
者
慈
心
不
殺
具
諸
戒
行
二
者
讀
誦
大
乘
方
等
經
典
三
者
修
行
六
念
・
上
品
中
生
…
善
解
義
趣
於
第
一
義
心
不
驚
動
深
信
因
果
不
謗
大
乘
・
上
品
下
生
…
信
因
果
不
謗
大
乘
但
發
無
上
道
心
・
中
品
上
生
…
受
持
五
戒
持
八
戒
斎
修
行
諸
戒
不
造
五
逆
無
衆
過
患
六
絵
師
高
田
敬
輔
と
そ
の
作
品
（
そ
の
三
）
（
林
竹
人
）
・
中
品
中
生
…
若
一
日
一
夜
受
持
八
戒
齋
若
一
日
一
夜
持
沙
彌
戒
若
一
日
一
夜
持
具
足
戒
威
儀
無
・
中
品
下
生
…
孝
養
父
母
行
世
仁
慈
と
あ
る
よ
う
に
、
上
品
の
上
生
、
中
生
、
下
生
、
中
品
の
上
生
、
中
生
、
下
生
の
六
品
は
、
い
ず
れ
も
種
々
の
戒
を
受
持
し
た
り
、
経
典
を
読
誦
し
た
り
、
六
念
を
修
行
し
た
り
、
父
母
に
孝
養
し
た
り
、
世
の
仁
愛
を
行
じ
た
り
と
、
念
佛
行
と
は
異
な
る
余
行
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
下
品
の
上
生
、
中
生
、
下
生
の
三
品
は
、「
遇
善
知
識
」
と
あ
る
よ
う
に
、
善
知
識
と
遇
い
、
・
下
品
上
生
…
遇
善
知
識
爲
讃
大
乘
十
二
部
經
首
題
名
字
以
聞
如
是
諸
經
名
故
除
千
劫
極
重
業
智
者
復
教
合
掌
叉
手
南
無
阿
彌
陀
佛
・
下
品
中
生
…
遇
善
知
識
以
大
慈
悲
爲
説
阿
彌
陀
佛
十
力
威
德
廣
説
彼
佛
光
明
神
力
亦
讃
戒
定
慧
解
脱
解
脱
知
見
・
下
品
下
生
…
遇
善
知
識
種
種
安
慰
爲
説
法
教
令
念
佛
此
人
苦
逼
不
遑
念
佛
善
友
告
言
汝
若
不
能
念
者
應
無
量
壽
佛
如
是
至
心
令
聲
不
絶
具
足
十
念
南
無
阿
彌
陀
佛
と
「
南
無
阿
彌
陀
佛
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
さ
に
念
仏
往
生
を
行
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
往
生
行
に
は
、
い
ず
れ
も
念
仏
往
生
を
説
き
な
が
ら
余
行
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
往
生
行
は
、
上
品
、
中
品
の
六
品
に
は
余
行
が
説
か
れ
、
下
品
に
念
仏
往
生
行
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
新
た
な
疑
問
と
し
て
、
な
ぜ
三
輩
往
生
を
説
き
な
が
ら
、『
無
量
寿
経
』
と
『
観
無
量
寿
経
』
の
教
え
に
違
い
が
生
じ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
疑
問
に
、
明
快
な
回
答
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
法
然
の
『
選
択
本
願
念
仏
集５
）
』
で
あ
る
。
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
十
六
章
中
、
三
輩
往
生
を
説
く
の
が
、「
第
四
三
輩
念
仏
往
生
之
文
」
で
あ
る
。
こ
の
章
は
、
引
用
文
が
「
無
量
寿
経
下
云
」
か
ら
始
ま
り
、
『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
往
生
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
た
後
、
私
釈
段
が
説
か
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
法
然
の
私
釈
段
を
検
討
す
る
と
、
私
釈
段
の
初
め
に６
）
、
私
問
曰
上
輩
文
中
念
佛
之
外
亦
有
捨
家
棄
欲
等
餘
行
中
輩
文
中
亦
有
起
立
塔
像
等
餘
行
下
輩
文
中
亦
有
菩
提
心
等
餘
行
何
故
唯
云
念
佛
往
生
乎
答
曰
善
導
和
尚
念
法
門
云
又
此
經
下
巻
初
云
佛
説
一
切
衆
生
根
性
不
同
有
上
中
下
随
其
根
性
佛
皆
勸
専
念
無
量
壽
佛
名
其
人
命
欲
終
時
佛
與
聖
衆
自
來
迎
接
盡
得
往
生
依
此
釋
意
三
輩
俱
云
念
佛
往
生
也
と
あ
り
、
上
輩
に
「
念
佛
の
外
に
亦
捨
家
棄
欲
等
の
餘
行
有
り
」、
中
輩
に
「
亦
起
立
塔
像
等
の
餘
行
有
り
」、
下
輩
に
「
亦
菩
提
心
等
の
餘
行
有
り
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
余
行
が
あ
る
の
に
な
ぜ
唯
念
仏
往
生
と
い
う
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
そ
の
答
え
に
善
導
の
『
観
念
法
門
』
の
攝
生
増
上
７
）
を
引
き
、
又
此
經
下
巻
初
云
佛
説
一
切
衆
生
根
性
不
同
有
上
中
下
随
其
根
性
佛
皆
勸
専
念
無
量
壽
佛
名
其
人
命
欲
終
時
佛
與
聖
衆
自
來
迎
接
盡
得
往
生
此
亦
是
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
攝
生
増
上
と
、
一
般
衆
生
に
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
や
気
力
は
同
じ
で
は
な
く
、
上
中
下
と
分
け
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
者
に
も
、
そ
の
根
性
に
随
っ
て
、
仏
は
皆
に
無
量
寿
仏
の
名
を
専
ら
念
ず
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば８
）
、
其
人
命
欲
終
時
佛
與
聖
衆
自
來
迎
接
盡
得
往
生
そ
の
念
じ
た
人
が
命
終
の
時
に
、
仏
が
聖
衆
と
俱
に
自
ら
来
迎
し
て
、
迎
接
し
、
尽
く
浄
土
に
往
生
さ
せ
て
く
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら９
）
、
依
此
釋
意
三
輩
俱
云
念
佛
往
生
也
に
あ
る
よ
う
に
、
法
然
は
、
こ
の
善
導
の
釈
し
た
文
を
根
拠
に
す
れ
ば
、
三
輩
俱
に
念
佛
往
生
と
云
う
の
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
。
第
二
項
「
九
品
之
行
唯
在
念
佛
」
と
は
と
こ
ろ
が
、
も
う
一
点
、
ど
う
し
て
念
仏
往
生
行
を
勧
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
余
行
を
説
く
必
要
が
あ
る
の
か
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
余
行
を
説
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
棄
て
る
と
い
う
と
い
う
点
が
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ど
う
し
て
余
行
を
棄
て
て
念
仏
と
い
う
の
か
、
と
い
う
問
い10
）
を
発
し
て
い
る
。
問
曰
此
釋
未
遮
前
難
何
棄
餘
行
唯
云
念
佛
乎
そ
れ
に
答
え
る
よ
う
に11
）
、
答
曰
此
有
三
意
一
爲
廢
諸
行
於
念
佛
而
説
諸
行
也
二
爲
助
成
念
佛
而
説
諸
行
也
三
約
念
佛
諸
行
二
門
各
爲
立
三
品
而
説
諸
行
也
と
、
三
つ
の
意
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
帰
す
た
め
で
あ
り
、
二
つ
目
は
念
仏
を
助
成
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
し
て
三
つ
目
は
念
仏
や
諸
行
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
品
を
立
て
る
た
め
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
、
一
爲
廢
諸
行
於
念
佛
而
説
諸
行
者
準
云
善
導
經
疏
中
上
來
雖
説
定
散
兩
門
之
益
望
佛
本
願
意
在
衆
生
一
向
専
彌
陀
佛
名
之
釋
意
且
解
之
者
上
輩
之
中
雖
説
菩
提
心
等
餘
行
望
上
本
願
意
唯
在
衆
生
専
彌
陀
名
而
本
願
中
更
無
餘
行
三
輩
俱
依
上
本
願
故
云
一
向
専
念
無
量
壽
佛
也
中
略
今
此
經
中
一
向
亦
然
若
念
佛
外
亦
加
餘
行
非
一
向
若
準
寺
者
可
云
兼
行
云
一
向
不
兼
餘
明
矣
雖
先
説
餘
行
後
云
一
向
専
念
明
知
廢
諸
行
唯
用
念
佛
故
云
一
向
若
不
然
者
一
向
之
言
最
以
消
八
絵
師
高
田
敬
輔
と
そ
の
作
品
（
そ
の
三
）
（
林
竹
人
）
と
あ
る
よ
う
に
、
初
め
の
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
帰
せ
ん
が
た
め
に
諸
行
を
説
く
と
い
う
の
は
、
善
導
が
『
観
経
疏12
）
』
の
中
で
い
う
よ
う
に
、
定
散
両
門
に
益
が
あ
る
と
い
う
も
の
の
、
仏
の
本
願
に
て
ら
し
て
み
れ
ば
「
意
在
衆
生
一
向
專
彌
陀
佛
名
」
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
向
と
い
う
の
は
余
を
兼
ね
な
い
か
ら
一
向
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
も
し
念
仏
の
外
に
余
行
を
加
え
れ
ば
一
向
で
は
な
く
兼
行
に
な
る
。
だ
か
ら
、
先
に
余
行
を
説
い
て
い
て
も
、
後
で
一
向
専
念
と
云
っ
て
い
る
の
で
、
明
ら
か
に
諸
行
を
廃
し
て
、
唯
、
念
仏
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
一
向
の
文
字
は
消
し
が
た
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
二
つ
目
の
念
仏
を
助
成
せ
ん
が
た
め
に
、
此
の
諸
行
を
説
く
と
い
う
の
に
は
、
二
つ
の
意
が
あ
り
、
二
爲
助
成
念
佛
説
此
諸
行
者
此
亦
有
二
意
一
以
同
類
善
根
助
成
念
佛
二
以
異
類
善
根
助
成
念
佛
そ
の
一
つ
は
同
類
の
善
根
を
以
っ
て
念
仏
を
助
成
す
る
も
の
と
、
も
う
一
つ
は
異
類
の
善
根
を
以
っ
て
念
仏
を
助
成
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
初
同
類
助
成
者
善
導
和
尚
經
疏
中
五
種
助
行
助
成
念
佛
一
行
是
也
具
如
上
正
二
行
之
中
説
次
異
類
助
成
者
先
就
上
輩
而
論
正
助
者
一
向
専
念
無
量
壽
佛
者
是
正
行
也
亦
是
所
助
也
捨
家
棄
欲
而
作
沙
門
發
菩
提
心
等
者
是
助
行
也
亦
是
能
助
也
謂
往
生
之
業
念
佛
爲
本
故
爲
一
向
修
念
佛
捨
家
棄
欲
而
作
沙
門
又
發
菩
提
心
等
也
就
中
出
家
發
心
等
者
且
指
初
出
及
以
初
發
念
佛
是
長
時
不
退
之
行
寧
容
妨
礙
念
佛
也
中
輩
之
中
亦
有
起
立
塔
像
懸
繪
燃
燈
散
焼
香
等
諸
行
是
則
助
成
念
佛
也
其
旨
見
往
生
要
集
謂
助
念
方
法
中
方
處
供
具
等
是
也
下
輩
之
中
亦
有
發
心
亦
有
念
佛
助
正
之
義
準
前
可
知
そ
の
初
め
の
同
類
の
助
成
と
い
う
の
は
、
善
導
の
『
經
疏13
）
』
に
五
種
の
助
行
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
念
佛
の
一
行
を
助
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
に
異
類
の
助
成
と
い
う
の
は
、
先
ず
上
輩
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
向
專
念
無
量
壽
佛
と
は
、
正
行
で
あ
り
、
助
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
捨
家
棄
欲
、
而
作
沙
門
、
発
菩
提
心
等
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
助
行
で
あ
り
、
能
く
念
仏
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
往
生
の
業
と
い
う
の
は
、
念
仏
を
根
本
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
向
に
念
仏
を
修
す
る
た
め
に
、
家
を
捨
て
、
欲
を
棄
て
、
沙
門
と
な
る
も
の
な
の
で
あ
り
、
ま
た
、
菩
提
心
を
発
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
出
家
発
心
等
と
い
う
の
は
、
初
め
の
頃
の
念
仏
を
修
す
た
め
の
発
心
で
あ
る
の
に
対
し
、
念
仏
は
、
生
涯
に
亘
っ
て
長
時
不
退
に
修
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
諸
行
は
念
仏
を
妨
げ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
輩
の
中
に
、
ま
た
起
立
塔
像
懸
然
燈
散
香
等
の
諸
行
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
念
仏
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
『
往
生
要
集
』
の
助
念
方
法14
）
の
中
の
方
處
供
具
等
に
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
下
輩
の
中
に
、
菩
提
心
を
発
す
こ
と
と
、
念
仏
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
念
仏
を
助
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
右
の
上
輩
、
中
輩
に
従
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
三
つ
目
の
、
念
仏
諸
行
に
約
し
て
、
お
の
お
の
三
品
を
立
て
ん
が
た
め
に
諸
行
を
説
く
、
と
い
う
の
は
、
三
約
念
佛
諸
行
各
爲
立
三
品
而
説
諸
行
者
先
約
念
佛
立
三
品
者
謂
此
三
輩
中
通
皆
云
一
向
専
念
無
量
壽
佛
是
則
約
念
佛
門
立
其
三
品
也
故
往
生
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
要
集
念
佛
證
據
門
云
雙
巻
經
三
輩
之
業
雖
有
淺
深
然
通
皆
云
一
向
専
念
無
量
壽
佛
感
師
同
之
次
約
諸
行
門
立
三
品
者
謂
此
三
輩
中
通
皆
有
菩
提
心
等
諸
行
是
則
約
諸
行
立
其
三
品
也
故
往
生
要
集
諸
行
往
生
門
云
雙
巻
經
三
輩
亦
不
出
此
已上
ま
ず
、
念
佛
に
つ
い
て
三
品
を
立
て
る
の
は
、
三
輩
を
通
じ
て
皆
一
向
専
念
無
量
壽
佛
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
念
仏
に
も
三
種
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
、『
往
生
要
集
』
の
念
佛
證
據
門15
）
が
示
す
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
の
行
業
に
も
浅
深
が
あ
り
、
し
か
も
、
皆
、
一
向
專
念
無
量
寿
佛
と
云
う
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
懐
感
師
も
『
釋
淨
土
群
疑
論16
）
』
で
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
次
に
諸
行
に
つ
い
て
も
三
品
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
三
輩
を
通
し
て
、
皆
、
菩
提
心
等
の
諸
行
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
三
種
の
諸
行
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
『
往
生
要
集
』
の
諸
行
往
生
門17
）
に
『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
凡
如
此
三
義
雖
有
不
同
倶
是
所
以
爲
一
向
念
佛
也
初
義
是
爲
廢
立
而
説
謂
諸
行
爲
廢
而
説
念
佛
爲
立
而
説
次
義
是
爲
助
正
而
説
謂
爲
助
念
佛
之
正
業
而
説
諸
行
之
助
業
後
義
是
爲
傍
正
而
説
謂
雖
説
念
佛
諸
行
二
門
以
念
佛
而
爲
正
以
諸
行
而
爲
傍
故
云
三
輩
通
皆
念
佛
也
但
此
等
三
義
殿
最
難
知
請
諸
學
者
取
捨
在
心
今
若
依
善
導
以
初
爲
正
耳
こ
の
よ
う
に
三
義
に
不
同
が
有
る
も
の
の
、
倶
に
是
れ
は
一
向
念
佛
の
為
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
初
め
の
義
は
、
廃
立
の
為
に
説
く
も
の
で
、
諸
行
は
廃
の
為
に
、
念
佛
は
立
の
為
に
説
く
の
で
あ
る
。
次
の
義
は
、
助
正
の
為
に
説
く
も
の
で
、
念
佛
の
正
業
を
助
け
る
為
に
諸
行
の
助
業
を
説
く
の
で
あ
る
。
後
の
義
は
、
傍
正
の
為
に
説
く
も
の
で
、
念
佛
と
諸
行
の
二
門
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
念
佛
を
以
て
正
と
し
、
諸
行
を
以
て
傍
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
三
輩
を
通
じ
て
、
皆
、
念
佛
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
義
に
つ
い
て
は
、
殿
最
（
ど
れ
が
先
で
ど
れ
が
後
か
）
勝
劣
を
つ
け
い
も
の
な
の
で
、
学
ぶ
者
は
良
く
仏
の
意
を
得
て
取
捨
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
今
は
、
善
導
の
教
え
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
初
め
の
義
を
以
て
正
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。そ
し
て
さ
ら
に
、
三
輩
に
つ
い
て
は
一
向
念
仏
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
九
品
の
念
仏
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
問
い
か
け
を
し
て
い
る
。
問
曰
三
輩
之
業
皆
云
念
佛
其
義
可
然
但
經
九
品
與
壽
經
三
輩
本
是
開
合
異
也
若
爾
者
何
壽
經
三
輩
之
中
皆
云
念
佛
至
經
九
品
上
中
二
品
不
説
念
佛
而
至
下
品
始
説
念
佛
也
答
曰
此
有
二
義
一
如
問
端
云
雙
巻
三
輩
經
九
品
開
合
異
者
以
此
應
知
九
品
中
皆
可
有
念
佛
云
何
得
知
三
輩
之
中
皆
有
念
佛
九
品
之
中
何
無
念
佛
乎
故
往
生
要
集
云
問
念
佛
之
行
於
九
品
中
是
何
品
攝
答
若
如
説
行
理
當
上
上
如
是
随
其
勝
劣
應
分
九
品
然
經
所
説
九
品
行
一
〇
絵
師
高
田
敬
輔
と
そ
の
作
品
（
そ
の
三
）
（
林
竹
人
）
業
是
示
一
端
理
實
無
量
已上
故
知
念
佛
亦
可
通
九
品
二
經
之
意
初
廣
説
定
散
之
行
普
逗
衆
機
後
廢
定
散
二
善
念
佛
一
行
所
謂
汝
好
持
是
語
等
之
文
是
也
其
義
如
下
具
述
故
知
九
品
之
行
唯
在
念
佛
矣
こ
こ
で
は
、
三
輩
の
業
は
、
皆
、
念
佛
で
あ
り
、『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
と
、『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
と
は
開
合
の
異
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
ど
う
し
て
、
三
輩
に
は
、
皆
、
念
仏
と
云
い
、『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
で
は
、
上
品
、
中
品
に
念
仏
が
説
か
れ
ず
、
下
品
だ
け
に
念
仏
が
説
か
れ
る
の
か
と
、
さ
ら
に
問
い
か
け
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
答
え
て
、
こ
こ
に
は
二
つ
の
意
義
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
右
に
云
う
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
と
『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
と
は
、
開
合
の
異
で
あ
る
の
で
、
三
輩
の
中
に
、
皆
、
念
仏
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
九
品
の
中
に
も
、
皆
、
念
仏
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
往
生
要
集18
）
』
に
は
、
問
念
佛
之
行
於
九
品
中
是
何
品
攝
答
若
如
説
行
理
當
上
上
如
是
随
其
勝
劣
應
分
九
品
然
經
所
説
九
品
行
業
是
示
一
端
理
實
無
量
と
あ
る
よ
う
に
、
念
仏
行
は
九
品
の
い
ず
れ
の
品
に
摂
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
も
し
経
に
説
か
れ
る
よ
う
に
行
ず
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
上
品
上
生
で
あ
る
が
、
一
般
の
衆
生
に
は
勝
劣
が
あ
り
、
そ
れ
に
随
っ
て
九
品
に
分
け
、
そ
の
一
端
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
に
は
九
品
に
納
ま
ら
ず
分
類
も
無
数
に
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
念
仏
は
九
品
の
い
ず
れ
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
二
つ
目
に
、『
観
無
量
寿
経
』
の
意
は
、
初
め
に
は
広
く
定
散
の
行
を
説
い
て
、
多
く
の
機
根
の
人
々
に
あ
う
よ
う
に
説
き
、
後
に
は
そ
の
二
善
を
廃
捨
し
て
た
だ
念
仏
の
一
行
に
帰
せ
し
め
る
た
め19
）
、
汝
好
持
是
語
持
是
語
者
是
持
無
量
壽
佛
名
と
あ
る
よ
う
に
、『
観
無
量
寿
経
』
の
結
論
と
い
う
べ
き
、
仏
が
念
仏
の
一
行
の
み
を
、
最
後
に
、
阿
難
に
付
属
し
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
九
品
の
行
は
、
唯
、
念
仏
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
高
田
敬
輔
の
師
と
仰
が
れ
る
良
照
義
山
は
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
の
か
、
次
に
み
る
こ
と
に
す
る
。
第
二
節
良
照
義
山
の
三
輩
往
生
観
義
山
は
『
無
量
寿
経
』
の
註
釈
を
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録20
）
』
に
著
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
三
輩
往
生
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
は21
）
、
一
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
凡
有
三
輩
等
者
第
十
九
願
之
成
就
也
上
念
佛
餘
行
機
就
一
具
凡
三
輩
爾
三
輩
九
品
同
異
之
義
諸
師
不
同
鸞
師
嘉
祥
淨
影
法
位
龍
興
憬
興
源
淸
此
七
家
共
存
同
義
天
台
義
寂
孤
山
靈
芝
此
四
家
並
云
不
同
有
同
不
同
同
義
爲
正
鸞
師
略
論
云
量
壽
經
中
唯
有
三
輩
上
中
下
量
壽
經
中
一
品
又
分
爲
上
中
下
三
三
而
九
也
合
爲
九
品
選
云
經
九
品
與
壽
經
三
輩
本
是
開
合
異
然
三
輩
九
品
只
是
開
合
之
異
此
元
祖
大
師
相
傳
也
諸
師
ノ
不
同
如
選
大
綱
鈔
中
十
五
紙
四
家
七
家
作
圖
示
之
又
二
藏
義
卅
巻
五
紙
委
釋
と
あ
る
よ
う
に
、
義
山
は
、
三
輩
往
生
は
四
十
八
願
の
第
十
九
、
来
迎
引
接
願
の
成
就
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
と
『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
は
、
開
合
の
異
で
あ
る
と
し
、
こ
の
こ
と
は
元
祖
法
然
上
人
の
伝
授
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に22
）
、
扨
三
輩
去
行
通
念
佛
及
餘
行
皆
悉
往
生
行
也
然
念
佛
本
願
行
餘
行
非
本
願
行
先
法
藏
比
丘
淨
土
建
立
給
事
第
十
八
願
十
方
衆
生
誓
所
念
佛
衆
生
置
處
ナ
リ
是
所
以
念
佛
爲
正
因
也
雖
然
餘
行
者
亦
非
不
攝
就
之
選
集
云
念
佛
往
生
三
輩
篇
此
約
二
尊
本
意
如
斯
書
給
事
也
依
經
文
望
機
類
見
之
時
念
佛
及
餘
行
之
三
輩
也
此
義
可
得
意
置
事
也
三
輩
の
去
行
は
、
念
仏
に
つ
い
て
も
余
行
に
つ
い
て
も
往
生
行
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
無
い
。
し
か
し
、
念
仏
は
本
願
の
行
で
あ
り
、
余
行
は
非
本
願
の
行
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
仏
が
法
藏
比
丘
の
時
、
浄
土
を
建
立
す
る
こ
と
を
第
十
八
願
に
誓
っ
た
こ
と
が
、
念
仏
衆
生
の
心
の
置
き
所
と
な
り
、
念
仏
こ
そ
が
正
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
う
は
云
う
も
の
の
余
行
も
ま
た
摂
し
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
『
選
択
集
』
に
は
念
仏
往
生
三
輩
篇
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
尊
の
本
意
を
考
慮
に
入
れ
て
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
経
文
に
よ
っ
て
機
類
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
念
仏
に
も
余
行
に
も
三
輩
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
は
心
得
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
念
仏
ば
か
り
か
余
行
に
も
、
そ
の
機
類
に
よ
っ
て
三
輩
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
な
ぜ
一
向
専
念
無
量
寿
仏
と
云
う
か
に
つ
い
て
は23
）
、
然
念
佛
本
願
行
故
勸
云
一
向
一
向
者
對
二
向
三
向
等
之
言
不
兼
餘
之
意
也
然
三
輩
文
中
念
佛
外
説
諸
行
業
何
故
唯
云
念
佛
往
生
乎
就
之
有
廢
立
助
正
傍
生
三
義
念
佛
は
本
願
の
行
で
あ
る
の
で
勧
め
て
一
向
と
云
う
の
で
あ
る
。
二
向
や
三
向
等
に
対
す
る
言
葉
で
、
余
の
行
業
を
兼
ね
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
輩
の
文
の
中
に
、
念
佛
の
外
に
諸
々
の
行
業
を
説
い
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
た
だ
念
仏
往
生
と
云
う
の
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
は
、
廢
立
、
助
正
、
傍
生
の
三
義
が
有
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て24
）
、
一
二
絵
師
高
田
敬
輔
と
そ
の
作
品
（
そ
の
三
）
（
林
竹
人
）
一
爲
廢
諸
行
於
念
佛
説
諸
行
也
中
略
譬
如
物
兩
方
並
置
吟
味
是
非
得
失
若
不
並
則
難
顯
是
非
勝
劣
故
今
念
佛
特
置
一
向
之
言
然
則
三
輩
一
向
流
通
付
屬
一
合
其
意
顯
然
也
經
流
通
亦
此
規
轍
二
經
相
合
其
旨
著
明
也
そ
の
第
一
の
理
由
は
、
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
帰
す
た
め
に
諸
行
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
譬
え
ば
、
物
を
両
方
に
並
べ
置
い
て
、
そ
の
是
非
得
失
を
吟
味
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
並
べ
な
け
れ
ば
、
そ
の
是
非
勝
劣
を
顕
わ
す
こ
と
は
難
し
い
。
だ
か
ら
、
念
仏
一
つ
だ
け
に
一
向
の
言
を
置
く
の
で
あ
る
。
三
輩
の
一
向
流
通
を
付
属
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
意
図
が
顕
か
で
あ
る
し
、
観
経
の
流
通
分
も
ま
た
そ
の
通
り
で
あ
る
。
二
経
と
も
に
相
い
合
し
て
、
そ
の
趣
旨
は
著
明
な
の
で
あ
る
、
と
余
行
を
説
く
の
は
廃
立
の
た
め
で
、
念
仏
の
一
行
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
際
立
た
せ
る
た
め
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
次
に25
）
、
二
爲
助
成
念
佛
而
説
諸
行
其
中
今
説
異
類
助
業
也
要
集
意
第
二
の
理
由
は
、
念
仏
を
助
成
す
る
た
め
に
諸
行
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
今
は
異
類
の
助
業
を
説
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に26
）
、
三
約
念
佛
諸
行
二
門
各
爲
立
三
品
而
説
諸
行
是
約
兼
餘
行
者
明
往
生
也
謂
所
化
衆
生
性
習
不
同
執
法
各
異
也
是
故
如
來
随
其
性
欲
廣
説
諸
行
及
念
佛
其
中
念
佛
爲
經
正
意
故
云
一
向
自
餘
諸
行
非
經
正
意
是
故
不
置
一
向
之
言
也
但
此
等
三
義
取
捨
在
心
今
若
依
善
導
以
初
爲
正
耳
尚
委
如
選
第
四
章
上
來
漢
語
燈
一
巻
三
十
五
紙
已
下
決
疑
鈔
三
巻
卅
紙
大
綱
鈔
中
十
一
紙
と
あ
る
よ
う
に
、
第
三
の
理
由
は
、
念
仏
と
諸
行
の
二
門
に
つ
い
て
各
々
三
品
を
立
て
る
た
め
に
諸
行
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
余
行
を
兼
ね
る
も
の
に
つ
い
て
往
生
を
説
く
も
の
で
、
所
化
の
衆
生
は
性
質
が
不
同
の
た
め
、
執
法
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
如
来
は
そ
の
性
欲
に
随
っ
て
、
広
く
諸
行
や
念
仏
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
念
仏
は
経
の
正
意
で
あ
る
か
ら
一
向
と
い
い
、
自
余
の
諸
行
は
経
の
正
意
で
は
な
い
の
で
一
向
と
い
う
言
は
用
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
三
義
に
つ
い
て
、
そ
の
取
捨
は
、
心
に
留
め
置
く
べ
き
で
あ
る
。
今
、
も
し
善
導
の
言
に
よ
れ
ば
、
初
め
を
以
っ
て
正
と
す
る
だ
け
で
あ
る
、
尚
、
委
し
く
は
選
択
集
の
第
四
章
に
あ
る
如
し
、
と
義
山
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
第
四
章
ま
と
め
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
三
輩
往
生
段
に
、
な
ぜ
余
行
の
絵
相
や
標
文
を
記
し
、「
選
択
集
十
六
章
之
図
」
に
は
記
さ
れ
な
い
か
と
い
う
疑
問
か
ら
、
典
拠
と
な
る
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
講
説
書
の
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』、
そ
し
て
曼
荼
羅
の
註
釈
書
で
あ
る
『
大
経
曼
荼
羅
開
壇
記
』
を
検
証
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
顕
ら
か
に
な
っ
た
。
①
「
無
量
寿
経
曼
荼
羅
」
の
三
輩
往
生
の
絵
相
に
余
行
が
描
か
れ
、
そ
の
標
文
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
三
輩
の
い
ず
れ
に
も
「
一
向
専
念
無
量
寿
仏
」
と
経
文
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
念
仏
の
一
行
に
よ
る
と
い
う
こ
と
。
②
『
無
量
寿
経
』
の
三
輩
往
生
と
『
観
無
量
寿
経
』
の
九
品
往
生
は
、
開
合
の
異
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
念
仏
と
余
行
を
並
べ
る
の
は
、
捨
劣
得
勝
し
、
廃
立
・
助
正
・
傍
正
す
る
た
め
で
あ
り
、
唯
、
念
仏
の
一
行
に
帰
す
た
め
で
あ
る
こ
と
。
③
『
観
無
量
寿
経
』
に
余
行
が
説
か
れ
て
は
い
る
が
、
後
に
定
散
二
善
が
廃
さ
れ
、
付
属
さ
れ
る
の
は
念
仏
だ
け
で
あ
る
の
で
、
た
だ
念
仏
の
一
行
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
④
ま
た
、
良
照
義
山
は
、
右
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
説
示
を
踏
襲
し
た
上
で
、
三
輩
往
生
は
四
十
八
願
の
第
十
九
、
来
迎
引
接
願
の
成
就
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
三
輩
と
九
品
は
開
合
の
異
で
あ
り
、
元
祖
法
然
上
人
の
伝
授
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
。
⑤
さ
ら
に
、
三
輩
の
去
行
は
、
念
仏
も
余
行
も
往
生
行
で
あ
る
が
、
念
仏
は
本
願
の
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
向
と
い
い
、
余
行
は
非
本
願
の
行
で
あ
る
の
で
一
向
で
は
な
い
こ
と
。
ま
た
、
経
文
に
よ
れ
ば
、
機
類
に
よ
っ
て
念
仏
に
も
余
行
に
も
三
輩
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
な
ぜ
余
行
を
描
き
、
標
文
に
も
取
り
上
げ
た
か
は
、
た
だ
一
向
に
専
ら
阿
弥
陀
仏
の
御
名
を
称
え
る
こ
と
が
往
生
行
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
〔
注
〕
1
）
随
天
『
大
經
曼
荼
羅
開
壇
記
』
巻
三
二
七
丁
表
〜
三
八
丁
表
（
安
永
九
年
刊
京
師
書
林
赤
井
長
兵
衛
澤
田
吉
左
右
衛
門
）
２
）
良
照
義
山
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
一
（
浄
土
宗
全
書
第
十
四
巻
四
〇
二
頁
）
３
）『
無
量
寿
経
』（
浄
土
宗
全
書
第
一
巻
一
九
〜
二
〇
頁
）
①
上
輩
往
生
行
に
つ
い
て
其
上
輩
者
捨
家
棄
欲
而
作
沙
門
發
菩
提
心
一
向
専
念
無
量
壽
佛
修
諸
功
徳
願
生
彼
國
②
中
輩
往
生
行
に
つ
い
て
一
四
絵
師
高
田
敬
輔
と
そ
の
作
品
（
そ
の
三
）
（
林
竹
人
）
其
中
輩
者
十
方
世
界
諸
天
人
民
其
有
至
心
願
生
被
國
雖
不
能
行
作
沙
門
大
修
功
徳
當
發
無
上
菩
提
之
心
一
向
専
念
無
量
壽
佛
多
少
修
善
奉
持
齋
戒
起
立
塔
像
飯
食
沙
門
懸
然
燈
散
焼
香
以
此
廻
向
願
生
彼
國
③
下
輩
往
生
行
に
つ
い
て
其
下
輩
者
十
方
世
界
諸
天
人
民
其
有
至
心
欲
生
彼
國
暇
使
不
能
作
諸
功
徳
當
發
無
上
菩
提
之
心
一
向
専
意
乃
至
十
念
念
無
量
壽
佛
願
生
其
國
４
）『
観
無
量
寿
経
』（
浄
土
宗
全
書
第
一
巻
四
六
〜
五
〇
頁
）《
太
字
は
本
文
に
引
用
部
分
》
①
上
品
上
生
往
生
行
に
つ
い
て
上
品
上
生
者
若
有
衆
生
願
生
彼
國
者
發
三
種
心
則
便
往
生
何
等
為
三
一
者
至
誠
心
二
者
深
心
三
者
廻
向
發
願
心
具
三
心
者
必
生
彼
國
復
有
三
種
衆
生
當
得
往
生
何
等
爲
三
一
者
慈
心
不
殺
具
諸
戒
行
二
者
讀
誦
大
乘
方
等
經
典
三
者
修
行
六
念
②
上
品
中
生
往
生
行
に
つ
い
て
上
品
中
生
者
不
必
受
持
讀
誦
方
等
經
典
善
解
義
趣
於
第
一
義
心
不
驚
動
深
信
因
果
不
謗
大
乘
③
上
品
下
生
往
生
行
に
つ
い
て
上
品
下
生
者
亦
信
因
果
不
謗
大
乘
但
發
無
上
道
心
④
中
品
上
生
往
生
行
に
つ
い
て
中
品
上
生
者
若
有
衆
生
受
持
五
戒
持
八
戒
斎
修
行
諸
戒
不
造
五
逆
無
衆
過
患
⑤
中
品
中
生
往
生
行
に
つ
い
て
中
品
中
生
者
若
有
衆
生
若
一
日
一
夜
受
持
八
戒
齋
若
一
日
一
夜
持
沙
彌
戒
若
一
日
一
夜
持
具
足
戒
威
儀
無
缶欠
⑥
中
品
下
生
往
生
行
に
つ
い
て
中
品
下
生
者
若
有
善
男
子
善
女
人
孝
養
父
母
行
世
仁
慈
⑦
下
品
上
生
往
生
行
に
つ
い
て
下
品
上
生
者
或
有
衆
生
作
衆
業
雖
不
誹
謗
方
等
經
典
如
此
愚
人
多
造
衆
無
有
慚
愧
命
欲
終
時
遇
善
知
識
爲
讃
大
乘
十
二
部
經
首
題
名
字
以
聞
如
是
諸
經
名
故
除
千
劫
極
重
業
智
者
復
教
合
掌
叉
手
南
無
阿
彌
陀
佛
⑧
下
品
中
生
往
生
行
に
つ
い
て
下
品
中
生
者
或
有
衆
生
毀
犯
五
戒
八
戒
及
具
足
戒
如
此
愚
人
祇
物
盗
現
前
物
不
淨
説
法
無
有
慚
愧
以
諸
業
而
自
莊
嚴
如
此
罪
人
以
業
故
應
堕
地
獄
命
欲
終
時
地
獄
衆
火
一
時
俱
至
遇
善
知
識
以
大
慈
悲
爲
説
阿
彌
陀
佛
十
力
威
德
廣
説
彼
佛
光
明
神
力
亦
讃
戒
定
慧
解
脱
解
脱
知
見
⑨
下
品
下
生
往
生
行
に
つ
い
て
下
品
下
生
者
或
有
衆
生
作
不
善
業
五
逆
十
具
諸
不
善
如
此
愚
人
以
業
故
應
堕
道
經
歴
多
劫
受
苦
無
窮
如
此
愚
人
臨
命
終
時
遇
善
知
識
種
種
安
慰
爲
説
法
教
令
念
佛
此
人
苦
逼
不
遑
念
佛
善
友
告
言
汝
若
不
能
念
者
應
無
量
壽
佛
如
是
至
心
令
聲
不
絶
具
足
十
念
南
無
阿
彌
陀
佛
５
）『
重
選
本
願
念
佛
集
』
巻
本
二
九
表
〜
三
五
丁
裏
（
元
禄
九
年
刊
沙
門
義
山
募
刻
嘉
永
二
年
再
刻
）
６
）
前
掲
『
選
本
願
念
佛
集
』
巻
本
三
○
丁
裏
７
）
善
導
『
念
阿
彌
陀
佛
相
海
三
昧
功
德
法
門
』
観
念
法
門
）一
巻
浄
土
宗
全
書
第
四
巻
二
三
三
頁
）
一
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
又
此
經
下
巻
初
云
佛
説
一
切
衆
生
根
性
不
同
有
上
中
下
隨
其
根
性
佛
皆
勸
專
念
無
量
壽
佛
名
其
人
命
欲
終
時
佛
與
聖
衆
自
來
迎
接
盡
得
往
生
此
亦
是
攝
生
増
上
８
）
前
掲
『
選
本
願
念
佛
集
』
巻
本
三
一
丁
表
９
）
前
掲
『
選
本
願
念
佛
集
』
巻
本
三
一
丁
表
10
）
前
掲
『
選
本
願
念
佛
集
』
巻
本
三
一
丁
表
11
）
前
掲
『
選
本
願
念
佛
集
』
巻
本
三
一
丁
表
12
）
善
導
『
經
正
宗
分
散
善
義
』
巻
第
四
浄
土
宗
全
書
第
二
巻
七
一
頁
）
13
）
善
導
『
經
正
宗
分
散
善
義
』
巻
第
四
浄
土
宗
全
書
第
二
巻
五
八
頁
）
14
）
源
信
『
往
生
要
集
』
大
文
第
五
助
念
方
法
第
一
方
處
供
具
（
浄
土
宗
全
書
第
十
五
巻
八
八
頁
）
15
）
源
信
『
往
生
要
集
』
大
文
第
八
念
佛
証
據
（
浄
土
宗
全
書
第
十
五
巻
一
二
九
頁
）
二
雙
巻
經
三
輩
之
業
雖
有
淺
深
然
通
云
一
向
専
念
無
量
壽
佛
16
）
懐
感
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
五
（
浄
土
宗
全
書
第
六
巻
七
〇
頁
）
量
壽
經
又
言
上
中
下
輩
行
有
浅
深
皆
唯
一
向
專
念
阿
彌
陀
佛
石
井
教
道
『
選
集
全
講
』
二
四
四
頁
【
註
】
二
）群
疑
論
巻
五
淨
全
六
ノ
六
六
）は
、（
淨
全
六
ノ
七
〇
）
の
誤
り
。
17
）
源
信
『
往
生
要
集
』
大
文
第
九
往
生
諸
行
第
一
諸
経
（
浄
土
宗
全
書
第
十
五
巻
一
三
二
頁
）
雙
巻
經
三
輩
之
業
亦
不
出
此
18
）
源
信
『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
問
答
料
簡
第
四
尋
常
念
相
（
浄
土
宗
全
書
第
十
五
巻
一
四
一
頁
）
19
）『
観
無
量
寿
経
』（
浄
土
宗
全
書
第
一
巻
五
一
頁
）
20
）
前
掲
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』（
浄
土
宗
全
書
第
十
四
巻
二
四
八
〜
五
三
〇
頁
）
21
）
前
掲
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
一
（
浄
土
宗
全
書
第
十
四
巻
四
〇
二
頁
）
22
）
前
掲
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
一
（
浄
土
宗
全
書
第
十
四
巻
四
〇
二
〜
四
〇
三
頁
）
23
）
前
掲
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
一
（
浄
土
宗
全
書
第
十
四
巻
四
〇
三
頁
）
24
）
前
掲
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
一
（
浄
土
宗
全
書
第
十
四
巻
四
〇
三
〜
四
〇
四
頁
）
25
）
前
掲
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
一
（
浄
土
宗
全
書
第
十
四
巻
四
〇
四
頁
）
26
）
前
掲
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
一
（
浄
土
宗
全
書
第
十
四
巻
四
〇
四
頁
）
（
は
や
し
た
け
と
文
学
研
究
科
仏
教
文
化
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
（
指
導
教
員：
松
永
知
海
教
授
）
二
〇
一
五
年
九
月
二
十
四
日
受
理
一
六
絵
師
高
田
敬
輔
と
そ
の
作
品
（
そ
の
三
）
（
林
竹
人
）
